外部評価の実施について
平成２２年１０月１日
　指定（介護予防）認知症対応型共同生活介護事業者及び指定（介護予防）小規模多機能型居宅介護事業者については、外部評価が義務付けられています。福岡県においては、「福岡県外部評価実施要領」に基づき、下記のとおり実施することとなっています。
1 外部評価の実施頻度

（1）原則として、１年に１回実施（前回の公表日から１年以内に実施できるよう努めてください）。
（2）新規事業所の場合、開設後、１年以内に自己評価及び外部評価を実施。

（3）5年間継続して外部評価を実施している事業所で、市を通じて県に申請を行い、以下のア～エの要件を全て満たすと認められた事業所は、次年度の外部評価は実施しなくてもよいもの（注）とします。

ア　自己評価・外部評価結果及び目標達成計画を保険者に提出している

　　ただし、目標達成計画については、従来の様式にはなかったことから、別添1の様式により（事業所独自で作成している場合にはその様式でも可）、平成21年度は、申請時までに事業所で作成し、市に提出してください。平成２２年度からは毎年評価結果と一緒に市に提出してください。
イ　運営推進会議が過去１年間に６回以上開催されている

ウ　運営推進会議に、事業所の存する保険者の職員又は地域包括支援センターの職員が必ず出席している

エ　自己評価・外部評価結果のうち、外部評価項目の2、3、４、７（平成２１年度までの外部評価項目３、５、６，９）の実践状況が適切である

（注）申請により認められて外部評価を実施しなかった次の年度については必ず実施することとなります。

　　また、申請により認められて外部評価を実施しなかった年については、５年間継続して実施するという要件を判断する際には、外部評価を実施したものとしてみなします。

2 申請（1の（3）に係る申請）
（１）申請時期　　毎年１０月１日～翌年１月３１日
（２）提出物　　　外部評価の実施に係る申請書（様式1）の原本と写し

（３）提出先　　　当該事業所の存する保険者

3 スケジュール（1の（3）に係るスケジュール）
	月
	事務

	10月
	申請書等を提出（事業所⇒保険者）

	11月
	

	12月
	

	1月
	

	2月
	県へ報告（保険者⇒県）

	3月
	県で決定、通知（県⇒事業所、保険者、評価機関）








